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論�

い
る
」と
説
明
し
た
。
障
害
児
・
者
の
行
政
や

退
院
後
の
リ
ハ
ビ
リ
等
が
新
た
に
加
わ
り
、
職

員
の
92
％
が
教
育
、
福
祉
、
保
育
、
消
防
等
の

市
民
サ
ー
ビ
ス
分
野
で
働
く
。
市
議
会
は
市

長
を
含
め
31
人
、
専
任
は
市
長
の
み
。
市
議

に
は
手
当
が
支
給
さ
れ
る
だ
け
で
、
ほ
か
に

仕
事
を
持
つ
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
一
方
、レ

ジ
オ
ン
の
行
政
は
病
院
医
療
に
絞
ら
れ
た
。

「
プ
ラ
イ
エ
ム
」
は
全
廃
さ
れ
て

デ
ン
マ
ー
ク
で
は
1
9
8
8
年
、
居
住
環
境

が
悪
い
プ
ラ
イ
エ
ム
の
廃
止
を
宣
言
し
、
主
に

ケ
ア
付
き
住
宅
に
切
り
換
え
て
き
た
。
同
時

に
プ
ラ
イ
エ
ム
の
入
居
者
に
も
年
金
を
直
接

支
給
し
、
本
人
が
施
設
側
と
契
約
す
る
形
態

に
改
め
た
。

こ
の
理
念
は
、
①
継
続
性
の
原
理（
在
宅
生

活
の
条
件
整
備
）、
②
自
己
決
定
の
原
則（
不

可
能
な
場
合
の
代
替
シ
ス
テ
ム
確
立
）、
③
自

己
資
源
の
活
用
・
開
発
の
原
則（
残
存
能
力
の

活
用
つ
ま
り「
何
が
出
来
る
か
」を
大
事
に
す

る
）と
さ
れ
る
。

97
年
に
は「
社
会
サ
ー
ビ
ス
法
」等
が
制
定

さ
れ
、
施
設
と
い
う
概
念
自
体
を
廃
し
、
自
宅

お
よ
び
自
宅
に
近
い
環
境
で
暮
ら
す
た
め
の
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ど
こ
で
介
護
し
、
ど
こ
で
看
取
る
か
。
こ
の

重
い
課
題
に
福
祉
先
進
国
・
デ
ン
マ
ー
ク
は
い

か
に
対
処
し
つ
つ
あ
る
の
か
。

こ
の
夏
「
プ
ラ
イ
エ
ム
」（
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
に
類
似
）を
20
年
が
か
り
で
全
廃
し
た

地
方
都
市
の
最
新
事
情
を
見
聞
す
る
機
会
を

得
た
。

劇
的
な
自
治
体
の
再
編
・
集
約

首
都
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
か
ら
列
車
で
1
時
間

余
、
ネ
ス
ト
ヴ
ェ
ズ
市
は
周
辺
4
市
を
吸
収
し

人
口
が
約
8
万
人
に
倍
増
し
た
。

デ
ン
マ
ー
ク（
総
人
口
5
4
5
万
人
）で
は
、

14
の「
ア
ム
ト
」（
県
）が
廃
止
さ
れ
、
5
つ
の

「
レ
ジ
オ
ン
」（
広
域
行
政
区
）が
配
置
さ
れ
た
。

人
口
2
万
人
以
下
の「
コ
ム
ー
ネ
」（
市
）は
認

め
な
い
方
針
で
、
市
は
2
7
5
か
ら
98
に
集
約

さ
れ
た
。
1
9
7
0
年
代
の
約
1
3
0
0
と
比

べ
日
本
の
市
町
村
合
併
を
上
回
る
再
編
成
で

あ
る
。

ネ
ス
ト
ヴ
ェ
ズ
の
ヘ
ニ
ン
グ
市
長
は「
財
政
的

に
安
定
し
た
自
治
体
が
求
め
ら
れ
、
一
方
で

職
員
は
専
門
的
な
役
割
と
活
動
に
迫
ら
れ
て

●

デ
ン
マ
ー
ク
報
告
●

介
護
と
看
取
り
の

「
第
3
の
道
」
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各
種
サ
ー
ビ
ス
が
整
備
さ
れ
た
。

で
き
る
限
り
家
庭
的
な
場
に

ネ
ス
ト
ヴ
ェ
ズ
市
で
は
今
年
6
月
、「
プ
ラ

イ
エ
ム
」が
姿
を
消
し
た
。
そ
の
代
替
と
な
る

ケ
ア
付
き
住
宅
を
見
学
し
た
。

2
階
建
て
1
棟
の
入
居
者
は
96
人
で
大
半

は
認
知
症
の
高
齢
者
。
1
ユ
ニ
ッ
ト
12
人
に
分

か
れ
、
職
員
は
約
1
2
0
人
を
数
え
る
が
、
大

半
は
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
だ
っ
た
。
各
部
屋
は
寝

室
・
居
間
・
シ
ャ
ワ
ー
室
の
計
65
㎡
も
あ
る
。
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公
費
に
よ
る
介
護
と
医
療
の
サ
ー
ビ
ス
提

供
は
、
高
い
負
担
の
う
え
に
成
り
立
つ
。
所
得

税
率
は
38
・
8
〜
59
％
、付
加
価
値
税
は
25
％
。

引
退
世
代
や
障
害
者
も
年
金
か
ら
当
然
の
よ

う
に
所
得
税
を
払
う
。

た
だ
し
、
自
治
体
の
劇
的
な
再
編
成
に
象

徴
さ
れ
る
よ
う
に
行
政
の
効
率
化
も
厳
し
い
。

介
護
・
医
療
の
分
野
で
は
、
今
年
1
月
か
ら
退

院
時
に「
待
機
期
間
2
カ
月
以
内
」が
義
務
化

さ
れ
た
。
期
限
内
に
受
け
入
れ
先
・
受
け
入

れ
態
勢
を
確
保
で
き
な
い
場
合
は
、
市
が
1

日
当
た
り
約
3
万
円
の
罰
金
を
病
院
側（
レ

ジ
オ
ン
）へ
払
う
。

自
宅
に
戻
る
場
合
は
住
宅
改
造
、
補
助
器

具
貸
与
、ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
等
で
支
え
る
。

ケ
ア
付
き
住
宅
を
希
望
し
た
場
合
は
、
市
で

す
ぐ
に
受
け
入
れ
先
を
見
つ
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

「
継
続
性
」や「
自
己
決
定
」の
原
理
を
守
り

な
が
ら
、
急
性
期
医
療
の
入
院
短
縮
で
医
療

費
の
無
駄
を
抑
え
る
知
恵
と
仕
組
み
に
は
学

ぶ
べ
き
点
が
多
い
。

■
宮
武

剛
（
み
や
た
け
・
ご
う
）

早
稲
田
大
学
政
経
学
部
卒
。
毎
日
新
聞
社
・
論
説
副
委
員
長
、
埼
玉

県
立
大
学
教
授
を
経
て
、
現
在
、
目
白
大
学
教
授
。

近
著
に
『
介
護
保
険
の
再
出
発

医
療
を
変
え
る
・
福
祉
も
変
わ
る
』

（
保
健
同
人
社
）。

リ
ハ
ビ
リ
室
が
併
設
さ
れ
全
体
的
に
施
設
の

光
景
だ
が
、
職
員
た
ち
は
口
々
に「
個
々
の
部

屋
の
独
立
性
を
保
つ
」、「
可
能
な
限
り
1
対

1
の
個
別
ケ
ア
に
努
め
て
い
る
」と
語
っ
た
。

家
賃
は
月
額
14
万
円（
1
ク
ロ
ー
ネ
20
円
換

算
）、
食
費
同
3
・
6
万
円
。
入
居
者
が
年
金

か
ら
払
え
る
金
額
で
、
介
護
と
医
療
は
す
べ

て
公
費
で
負
担
さ
れ
る
。

古
い
プ
ラ
イ
エ
ム
を
改
造
し
た
ケ
ア
付
き

住
宅
も
あ
っ
た
。
平
屋
に
1
0
1
室
が
散
在

し
、
入
居
者
は
料
理
を
自
分
で
も
作
れ
る
、

家
族
も
泊
れ
る
、ペ
ッ
ト
も
飼
え
る
。
こ
こ
で

も
職
員
は「
自
宅
並
み
」を
強
調
し
た（
写
真

参
照
）。
職
員
数
も
約
1
0
0
人
で
、
プ
ラ
イ

エ
ム
の
集
団
ケ
ア
よ
り「
個
別
ケ
ア
の
方
が
職

員
は
少
な
く
済
む
」。
施
設
時
代
も
入
居
者
3

人
対
職
員
1
人
を
原
則
の
日
本
と
は
比
べ
よ

う
の
な
い
職
員
配
置
で
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

待
機
2
カ
月
以
内
の
新
ル
ー
ル

「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」の
生
ま
れ
た
国

で
も「
自
宅
」に
固
執
は
せ
ず
、「
自
宅
に
近
い

環
境
」の
ケ
ア
付
き
住
宅
を
大
事
な
選
択
肢

と
し
て
い
る
の
は
、
日
本
に
と
っ
て
も
参
考
に

な
る
。

旧施設を改造したケア付き住宅でも、2部屋とシャワー室で日本
の公団2DK並み。
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